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はじめに
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復習
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• 目的・目標
• ADDIE
• モチベーション（3つの語句で）
• ガニェの9教授事象
• Think-Pair-Share
• Peer Instruction

これらの語句の説明ができますか？
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位置づけ
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目的
目標
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目的と到達目標

1. 評価の意義を説明できる
2. 形成的評価と総括的評価を対比できる
3. ある評価方法について評価の性質という観点から説
明できる

4. ルーブリックを作成できる
5. ルーブリックのメリット・デメリットについて考えを言える
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目的
学生の学びを評価するための基礎知識を得て，評価の
意義・特徴を理解し，学習に活用できるようになる
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評価の意義
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評価の意義

教員

組織

学生

到達度の把握

学びの支援

学生の理解度の確認・支援

授業の改善

質保証

説明責任
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評価の意義

教員

組織

学生

到達度の把握

学びの支援

学生の理解度の確認・支援

授業の改善

質保証

説明責任

成績をつけだけではない価値
評価はゴールではなくてスタート
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評価の基礎知識
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1. 評価の方法
2. 評価対象
3. 総括的評価と形成的評価
4. 評価者
5. 評価の評価
6. 評価後の行動と備え
7. 不正行為への対応
8. テスト実施前のチェック
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１．評価の方法
どのような方法で評価するのか？
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１．評価の方法
単純

複雑

筆記 実演

評価の基礎知識

知っている評価方法をメモ

UTokyo Online Education 東大FFP 2020 栗田佳代子 CC BY-NC-ND

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


東大FFP 15

１．評価の方法 (田中, 2010を改変)

単純

複雑

筆記 実演

断片的評価
活動観察

実技テスト
面接，口頭試問

パフォーマンス課題
小論文，作品制作，プレゼン etc.

自由記述式問題

選択回答式問題

ポートフォリオ評価
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2. 評価対象
何を評価対象とするのか？
知識・理解，思考・判断
技能・表現
関心・意欲・態度
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評価の基礎知識

目標に対応
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3. 総括的評価と形成的評価
総括的評価 (Summative)

達成された学習成果の程度の
把握を目的とする
合否判定

形成的評価 (Formative)
学習プロセスの改善を目的とする
学習活動の逐次修正につながるフィードバック

例：自己紹介演習
評価シート，個人フィードバック
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Bloom, B. S. (1968) 
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3. 総括的評価と形成的評価
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形成的評価 総括的評価

目的 学習途上の改善 達成された成果の測定

機能 優れた点，改善点などの
フィードバック

合格水準判定

時期 学習中 学習終了後

成績評価 含めない 含める

範囲 狭い 学習内容のみ 広い 発展課題も含む

評価の基礎知識

＊「どちらか」ではない。「形成的側面を持った総括的評価」、その逆もあり
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3. 総括的評価と形成的評価
形成的評価の鍵：フィードバック

どのような方法でフィードバックをするか？
効果と現実性
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4. 評価者
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誰が(直接)評価をするのか ?
通常は教員であることが多い
評価自体を学習活動と捉えることも可能

教員
TA
学生自身
学生相互

評価基準を明確に伝えること

評価の基礎知識UTokyo Online Education 東大FFP 2020 栗田佳代子 CC BY-NC-ND

©いらすとや

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


5. 評価の評価
 信頼性 Reliability
 妥当性 Validity
 効率性 Efficiency
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評価の評価
 信頼性 Reliability

結果の再現性．テストの精度
同じ集団に同質の試験を何
回行っても同じ結果が得られ
る程度

 妥当性 Validity
評価方法の適切性
用いる評価方法が測定対象
となる能力や行動を測定でき
ているかどうか
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 効率性 Efficiency
 評価の時間的経済的な実用性
 実施や採点が容易であるかど
うか
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ワーク 1
下記の評価について，方法，評価者，評価の評価，
の観点から改善案を考えてみてください．

200人の初年次クラスで心理学を教えています．成績評
価対象の一つとして学期途中に、A4に2枚程度のレポー
ト課題を課しています．レポート課題は、授業中に扱った
5種類の心理検査の知識としての定着を確認するために
心理検査の特徴と検査方法、限界を説明をする課題で
す．英語で作成します．私が全部採点を行いますので，
最初と最後では採点基準が変わっている気がして心配で
す．
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6. 評価後
 答案の返却
 成績判定資料の保管
 異議申立てへの対応
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7. 不正行為への対応
 不正行為
 テスト:カンニング
 レポート:剽窃

 防止のために
 シラバスに明記・説明
 引用などのガイド提示
 まずは予防重視
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8. テスト実施前のチェック
目標が達成されたかどうかを確認できる問題か

事前予告通りの形式になっているか
授業を理解すれば解答できる内容か
分量は適切か
問題文があいまいでないか
難易度が適切で，バランスがよいか
問題の配置はよいか
問題自体が興味深いものであるか
解答スペースは適切か
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目的と到達目標

1. 評価の意義を説明できる
2. 形成的評価と総括的評価を対比できる
3. ある評価方法について評価の性質という観点から
説明できる

4. ルーブリックを作成できる
5. ルーブリックのメリット・デメリットについて考えを言える
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目的
学生の学びを評価するための基礎知識を得て，評価の
意義・特徴を理解し，学習に活用できるようになる
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ルーブリック
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ルーブリックとは
ある課題をいくつかの構成要素に分け，その要素ごとに
評価基準を満たすレベルについて詳細に説明したもの

(スティーブンス ＆ レビ, 2014)

プロジェクトやパフォーマンスを評価する課題における評価
軸の可視化
レポート課題，演技などの評価しづらいものの評価方法
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ルーブリック作成の価値
The first step in constructing or adapting 

any rubric is quite simply a time of 
reflection, of putting into words basic 
assumptions and beliefs about teaching, 
assessment, and scholarship. （Steven & 
Levi, 2005 p.14）
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単純

複雑

筆記 実演

断片的評価
活動観察

実技テスト
面接，口頭試問

パフォーマンス課題
小論文，作品制作，プレゼン etc.

自由記述式問題

選択回答式問題

ポートフォリオ評価

ルーブリックはどの部分を扱うのでしょうか？
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単純

複雑

筆記 実演

断片的評価
活動観察

実技テスト
面接，口頭試問

パフォーマンス課題
小論文，作品制作，プレゼン etc.

自由記述式問題

選択回答式問題

ポートフォリオ評価

ルーブリックはどの部分を扱うのでしょうか？
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 信頼性 Reliability
結果の再現性．テストの精度
同じ集団に同質の試験を何
回行っても同じ結果が得られ
る程度

 妥当性 Validity
評価方法の適切性
用いる評価方法が測定対象
となる能力や行動を測定でき
ているかどうか
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 効率性 Efficiency
 評価の時間的経済的な実用性
 実施や採点が容易であるかど
うか

ルーブリックはどれを向上させるでしょうか？
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ルーブリックの一般的な使い方
1. 教員がルーブリック作成
2. 学生に課題とルーブリック配布
3. 学生はルーブリックを学習指針として課題に取り組む
4. 学生はルーブリックを課題に添付し提出（自己採点を
して提出も有）

5. 提出物を教員が採点
6. 学生に返却

バリエーション
＊学生がルーブリック作成に参加
＊学生同士の相互評価

東大FFP 34
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ルーブリックによる学生の相互評価
1. 教員がルーブリック作成
2. 学生に課題とルーブリック配布
3. ルーブリックの理解（優れた例の配布、評価の練習）
4. 学生はルーブリックを学習指針として課題に取り組む
5. 学生はルーブリックを課題に添付し提出（自己採点を
して提出も有）

6. 相互採点（場合によっては複数、評価を行う場合は
中央値）

7. （相互採点されたものを教員が最終評価/確認）
8. 学生に返却

バリエ シ ン
東大FFP 35
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ルーブリックの基本構成
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ルーブリックの基本構成
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課題

評価観点

評価尺度

評価基準
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ルーブリックの要素
課題
評価観点（課題が求める具体的スキル・知識）
評価尺度（達成のレベル）
評価基準（具体的フィードバック内容）
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ルーブリックの要素 ～課題～
レポート，論文，プレゼンテーションなど，教員が学生
に期待する「行動」が含まれたもの

課題の目的・目標を明確にすること
この課題によって何を評価したいのか

課題を明記することの意義
採点時の利便性
学生の注意をひくこともできる

東大FFP 39
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ルーブリックの要素 ～評価観点～
課題における達成が期待される要素

行動の「質」についての記載は含めない．
質は評価基準で表現をする
例：○「全体構成」☓「優れた全体構成」

学生の学習の指針になる
課題の目的が過不足なく
評価観点としてあげられて
いること

東大FFP 40
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ルーブリックの要素 ～評価尺度～
与えられた課題がどれだけ達成されたか表すもの

 1～5程度の段階
 使用される標語は明確かつ教育的配慮が必要
 例：模範的・優秀・合格圏・不合格

優秀・良・要再学習

東大FFP 41
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ルーブリックの要素 ～評価基準～
 評価観点ごとの到達度を具体的に記述する

 隣のレベルとの差異を明確に書き分けること
 数値による表現
 形容詞による表現

 学生の学習の指針とフィードバックに利用
 最高レベルの評価基準のみを
示すルーブリックは
「採点指針ルーブリック」
とよばれる

東大FFP 42

UTokyo Online Education 東大FFP 2020 栗田佳代子 CC BY-NC-ND

https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/


ルーブリックの作成
1. 課題を設定する
この課題で何を測定したいのかを考えながら設定します
授業の目的・目標の確認もここで行います

2. 評価尺度の段階数とラベルを定める
3. 評価観点と評価基準を定める
まず、ざっくりと評価観点を
作成しますが、評価基準の作成
が加わると相互をみながらの
変更が発生します
最高水準の基準からがつくり
やすいです

東大FFP 43
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ルーブリック評価演習
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ワーク2 採点演習
 レポート課題の採点

1. ４題のレポート課題を10点満点で評価（10分）

＊どのような観点を持っているのか考えつつ採点
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ワーク3 ルーブリック作成演習
ルーブリックの作成
1. 各自で評価観点を列挙（5分）
2. グループで評価観点を確定（12分）
3. 評価基準の作成（25分）

• 各評価基準は全てうめなくてもよい
（Good とDevelopingのみ。Excellentは／でも可）

• 各観点の傾斜配点をしてもよい
4. ギャラリーウォーク（10分）
5. ブラッシュアップ & 採点してみる（5分）
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ワーク4 メリット・デメリットを考える
ルーブリックを使うことのメリット・デメリットを
考えてまとめましょう

1. ルーブリックを利用するときの，
• 学生からみたメリット・デメリット
• 教員からみたメリット・デメリット
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まとめ
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目的と到達目標

1. 評価の意義を説明できる
2. 形成的評価と総括的評価を対比できる
3. ある評価方法について評価の性質という観点から説
明できる

4. ルーブリックを作成できる
5. ルーブリックのメリット・デメリットについて考えを言える
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デザイン
事例に基づいたワーク
変則ギャラリーウォーク
共有方法の変化性
ちょっと新しいツールも使いました
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次回までの準備

 シラバスを１部印刷して持参
自作or自分が実施しそうな授業のシラバス
実験や実習、輪読など特殊な授業ではなく、初年次対象の
講義形式の授業とする

参考
 佐賀大学
 愛媛大学
 芝浦工業大学
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ふりかえり
今、どんな気持ちですか？

本日もっとも学んだことは何ですか？

疑問に思ったことは何ですか？
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